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　本研究では，日本の中学校で用いられている英語教科書と，朝鮮学校で用いられている中学校英語教科書において，
どのような種類の言語活動がどの程度掲載されているのかを分析することを目的とした。現在の日本の英語教育にお
いては，英語を言語活動で使用できるようになることが求められており，また在日朝鮮学生たちが通う朝鮮学校にお
いても日本の学校と同様に，使える英語を習得することを目標に英語教育が行われている。本研究では，これらの学
校で使われている教科書に掲載されている言語活動を比較した。その際，長谷川 （2008） で行われた日本の中学校英
語教科書で提示されている言語活動の分類方法に基づき，ドリル，エクササイズ，コミュニケーション活動，タスク
活動，音声活動，内容理解に分類した。その結果，教科書間で有意差がみられ，朝鮮学校の英語教科書では日本の中
学校の教科書に比べるとコミュニケーション活動が比較的少ない傾向にあり，内容理解の割合が日本の教科書よりも
高いという結果が得られた。
　The proper use of English in authentic situations is regarded as one of the most important aims in English 
education. In Japan, there are Korean schools from kindergarten to university, and many Korean students in Japan 
attend those schools. Korean schools teach English to improve students’ communicative competence and their ability 
to use English in authentic situations. Korean students will be in Japan after graduation, and some of them will 
experience entrance examinations for Japanese high schools or universities. While textbooks in Korean schools 
include contents that emulate most of the characteristics of Korean schools, it is important to consider the Japanese 
Course of Study so as not to cause differences in academic abilities with students graduating from Japanese schools. 
To the best of our knowledge, there have not been any studies conducted about the English curriculum in Korean 
schools. This paper compares the English curricula of Japanese and Korean schools from the perspective of junior 
high school textbooks. Specifically, this paper analyzes and compares language activities in English textbooks; it 
focuses on three types of textbooks in a Japanese junior high school, and a textbook used in a Korean junior high 
school in Japan. Language activities were classified into six groups based on Hasegawa (2008): drill, exercise, 
communication activity, task, speech activity, and reading or listening comprehension. Results showed that there 
was a significant difference between these textbooks. The percentage of communication activities in Korean 
textbooks was lower than those in Japanese English coursebooks. However, the percentage of reading or listening 
comprehension activities was higher. This means that students in Korean schools will have fewer opportunities to 
use English communicatively; therefore, the number of such activities should be increased in the future.
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1.　はじめに
　近年さまざまな面での国際的な交流が増え，英語教育
の中では英語を実用的に使えるようなコミュニケーショ
ン能力の育成が重要視されている。平成29年度に告示さ
れた中学校学習指導要領の外国語編では知識及び技能に
ついて，英語の特徴や決まりに関する事項で，生徒たち
が自分の気持ちや考えを伝えあう等の言語活動で英語を
使用できるようにすることが求められている。すなわち，
学んだ文法知識や語彙を実際に使って行う教科書の言語
活動 （language activity） の役割が大きい。本研究では，
授業で行う言語活動の重要性を踏まえ，教科書に掲載さ
れている言語活動について朝鮮学校の英語教科書におけ
る言語活動の分析を行うことを目的とした。
　朝鮮学校とは在日朝鮮学生たちが通っている学校であ
り，そこで生徒たちは日本の学校に通う生徒たちと同じ
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く英語を学んでいる。朝鮮学校では小学校5年生から高
校３年生までの８年間英語を学ぶことが義務化されてお
り，学校によっては独自の取り組みとして小学校１年生
から英会話の形で英語教育を実施しているところもある。
朝鮮学校でも日本の学校と同じように生徒たちが様々な
場面で英語を聞き，話し，読み，書けるようになること
を目指し，使える英語を習得することを目標に英語教育
が行われている。現在の朝鮮学校の生徒たちは日本で生
まれ育った在日３，４，５世が中心となっており，彼らの
母語は日本語である。そして学校では第二言語である朝
鮮語を用いることが定められており，英語と日本語以外
の授業はすべて朝鮮語で行われている。したがって朝鮮
学校の生徒たちは学校では朝鮮語で生活するものの，学
校外での日常生活での会話はほぼすべて日本語で行われ
ている。そのため英語は授業の時しか用いられず，英語
を実際に使う場面が授業内に限られてしまうということ
は日本の学校に通う生徒と同じであるため，朝鮮学校の
生徒たちにとっても授業で行う言語活動はとても重要で
あると考えられる。また朝鮮学校の生徒たちは就学後も
日本で暮らしていくことになり，中には高校受験や大学
受験を経験する生徒もいる。そのため，教科書作成にお
いては朝鮮学校独自の内容を組み込みつつ，将来的に学
力的な差が生じぬように構成や文法提示順序など，日本
の出版社が出している検定教科書を参考にしながら作成
されている部分がある。しかし，知る限りではこれまで
に朝鮮学校で使用されている英語教科書と日本の学校で
使用されている教科書を比較した研究は存在しない。し
たがって，本研究では朝鮮学校の中等部で使用されてい
る英語教科書と日本の中学校で使用されている英語教科
書を言語活動の観点から比較することを目的とした。
2.　先行研究
　伝統的な日本における英語教育の教授法では正確さが
重視されていたが，コミュニケーション能力の育成を志
向することが英語教育において重要視されるようになっ
たことから，流暢さと正確さをバランスよく指導すべき
ものであるとされるようになった。また，コミュニケー
ション能力の育成のために英語を実際に使うことに注目
した指導法が推奨されており，場面や状況に応じた英語
を使う言語活動が授業でも多く使われてきている。この
ような言語活動にタスクがある。タスクとは学習者が課
題の達成を目標として意味に焦点を置いて言語を使用
する活動であり，これはLongのインタラクション仮説 
（Interaction Hypothesis）とSwainのアウトプット仮説 
（Output Hypothesis）が理論的背景になっている。タス
クを用いた指導法には大きく２種類ある。１つはTask 
Based Language Teaching （TBLT） であり，これはタ
スクをシラバスの軸とし，タスクを行うことを通して
その過程で生じる言語使用を取り上げて言語教育を行
うものである。もう１つはTask Supported Language 
Teaching （TSLT） であり，これは TBLT とは異なり
構造シラバスや機能シラバスのような文法構造を指導
するシラバスの中でタスクを補助的に使用する教授法
のことを指す。従来から PPP （Presentation-Practice-
Production）の指導が実践されてきた日本においては，
PPPの最後のProductionの段階でタスクを取り入れる
TSLT （杉浦，2012） が，EFL環境で英語を学ぶ日本に
おいて適切であろう。そこで，生徒にとって一番身近な
学習材料である教科書における言語活動に注目する。
　 国 分 （2016） で は language usage だ け で な く，
language useの学習への配慮が必要であることを指摘し，
教科の主たる教材である教科書における言語活動が重要
であることを述べている。この研究では高校英語教科書
の新旧比較を行い，言語活動の形態や頻度に変化がある
のか，また言語活動の際に教師に必要な視点や工夫は何
かを考察した。その結果，教科書が新しくなるにつれ言
語活動の数自体が増えており，ペアやグループなどの活
動の対象などが明示されるようになってきたことが示さ
れている。また長谷川（2008）では言語活動の中で「適
切な表現を自ら考え」るように指導するためには，まず
その場面や状況にあった表現方法をいくつか練習させる
ことの重要性を述べており，言語活動の場面や状況を十
分に理解することが必要であるとしている。そして中学
校英語教科書の言語活動の分類を行い，聞くこと話すこ
との比重が大きく，各教科書によって特色のある活動が
凝らされており４技能を育成するための活動が数多く提
示されているという結果を得た。そのほかにも言語機能
と言語形式の観点からの中学校英語教科書の新旧比較分
析を行った研究 （山森，1995） や教科書の言語活動のタ
スク性を調べた研究 （山下他，2017）など，コミュニケー
ション能力の育成が重要視されていることに伴い，さま
ざまな視点からの言語活動に関する研究がなされている。
　このような先行研究から，教科書の改訂に伴い言語活
動の充実がより図られるようになっており，また教科書
によっても活動の特色があるということが判明している。
しかし，朝鮮学校の教科書も日本の中学校と同じように
コミュニケーション能力の育成を目指した言語活動が多
く含まれるのかどうかは未だわかっていない。
3.　実　験
3.1 材料
　本研究において分析対象とした教科書は朝鮮学校中級
部の英語教科書と日本の中学校英語教科書である。現
在朝鮮学校にて使われている教科書は2014年に改訂さ
れたものであり，学年ごとにLesson 1, Lesson 2のよう
に単元が構成されている。また単元末には習った文法
や語彙を使い言語活動を行うPRACTICEというページ
が設けられている。このPRACTICEでは主にリスニン
グ，スピーキング，ライティングの言語活動が取り扱わ
れ，英文の聞き取り問題やインフォメーションギャップ
活動，クラスメイトと会話をして表を完成させる活動，
聞いた内容をまとめて書く活動などがある。また，単元
末の活動とは別に《Let’s Learn》，《Let’s Talk》，《Let’s 
Read》,《Let’s Write》のような言語活動も掲載され
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ている。まず《Let’s Learn》では日常生活語や前置詞，
接頭辞と接尾辞に関する学習など，基本的に語彙に関す
る知識を得る単元となっている。《Let’s Talk》では短
いダイアログが提示されており，道案内や看病するとき，
お店での会話など状況に応じた日常会話が取り扱われ，
ロールプレイなどの言語活動が設けられている。そして
《Let’s Read》では文学作品がリーディング教材として
提示されており，リトルプリンス，トムソーヤーなどの
文学作品や朝鮮の民話が扱われている。《Let’s Write》
では日記や手紙，主張文などを書くライティング活動が
行われる。
　この朝鮮学校の英語教科書と比較したのは日本の中学
校の英語教科書である。本研究が行われた時点において
日本の中学校英語教科書は６社の出版社から発行されて
いる。この６社の教科書の中でもシェアの高い３社の教
科書，New Horizon（東京書籍），New Crown（三省堂），
Sunshine（開隆堂）を用いた。これらは全て2016年に
改訂されたものであり，学年ごとに別冊となっている。
　本研究では前述した各単元の言語活動と，単元外の言
語活動を分析対象とした。
英⽂の聞き取り問題やインフォメーションギャップ活動，クラスメイトと会話をして表を
完成させる活動，聞いた内容をまとめて書く活動などがある。また のほかに，単元末の
活動とは別に t’  Learn》, 《Let’s Talk》, 《Let’s Read》,《Let’s Write》のような⾔語活
動も掲載されている。まず《Let’s Learn》では⽇常⽣活語や前置詞，接頭辞と接尾辞に関す
る学習など，基本的に語彙に関する知識を得る単元となっている。《Let’s Talk》では短いダ
イアログが提⽰されており，道案内や看病するとき，お店での会話など状況に応じた⽇常
会話が取り扱われ，ロールプレイなどの⾔語活動が設けられている。そして《Let’s Read》
では⽂学作品がリーディング教材として提⽰されており，リトルプリンス，トムソーヤー
などの⽂学作品や朝鮮の⺠話が扱われている。《Let’s Write》では⽇記や⼿紙，主張⽂など
を書くライティング活動が⾏われる。 
この朝鮮学校の英語教科書と⽐較した は⽇本の中学校 英語教科書である。本研究が
⾏われた時点において⽇本の中学校英語教科書は 6 社の出版社から発⾏されている。この
6 社の教科書の中でもシェアの⾼い 3 社の教科書，New Horizon（東京書籍）, New Crown
（三省堂）, Sunshine（開隆堂）を⽤いた。これらは全て 2016 年に改訂されたものであり，
学年ごとに別冊となっている。 
 本研究では前述した各単元の⾔語活動と，単元外の⾔語活動を分析対象とした。 
 
 
図 1．朝鮮学校の教科書 
 
3.2 分析⽅法 
 
教科書の⾔語活動を分類する基準として⻑⾕川 (2008) の研究で使われた 6 つのカテゴ
リーを参考にした。⻑⾕川では⾔語活動をドリル，エクササイズ，コミュニケーション活
動，タスク活動，⾳声活動，その他に分類している。しかし，分類の結果「その他」に属
するもののほとんどが内容理解問題になることが判明したため，本研究では「その他」を
「内容理解」に変更して分類と分析を⾏った。「その他」には「内容理解」が多く⾒られて
いたのは⻑⾕川 (2008) と同じ傾向である。 
それぞれの活動の特徴は以下の通りである。 
図１ 書
3.2　分析方法
　教科書の言語活動を分類する基準として長谷川 （2008） 
の研究で使われた６つのカテゴリーを参考にした。長谷
川では言語活動をドリル，エクササイズ，コミュニケー
ション活 タスク活動，音声活動，その他に分類して
いる。しかし，分類の結果「その他」に属するもののほ
とんどが内容理解問題になることが判明したため，本研
究では「その他」を「内容理解」に変更して分類と分析
を行った。「その他」には「内容理解」が多く見られて
いたのは長谷川 （2008） と同じ傾向である。
それぞれの活動の特徴は以下の通りである。
⒜ ドリル－語または一文レベルでの置き換え練習であり，
同じ，もしくは同種類の要素が繰り返される活動である。
　例） 過去形を使って例文に倣い日課を言う活動
⒝ エクササイズ－文レベルでの転換練習であり，肯定文
を否定文にするなど英文を文の構成の点から機械的に
操作する活動である。
　例 ） 一般動詞を単語に合わせて書き入れる活動，現在
形を過去形に変える問題
⒞ コミュニケーション活動－対話形式ではあるが，基本
文例 中心に構成された対話であるため言語の使用が
限定された活動である。
　例 ） インフォメーションギャップを用いて表を完成さ
せる活動
⒟ タスク活動－既習の文法事項を駆使しながら学習者の
自発的な発話を促す活動であり，言語の使用において
自由度が高い活動を言う。
　例 ） あるテーマについて自分の主張を書く活動
⒠ 音声活動－英語のアクセントやイントネーションを正
確に発音する練習や同じ母音同士で集める活動を言う。
　例）発音された英単語を当てる活動
⒡ 内容理解－リスニング，リーディングにおいて内容を
理解しているかどうかを測る問題である。
　例） TF問題，（　）の入った要約文を完成させる活動
　長谷川 （2008） で分類に用いられた教科書が本論文執
筆時点で現行のものでないことと，また分類した結果が
数字で論文に掲載されていなかったことから，本研究で
は日本の中学校で使われている教科書三社分も同じよう
に分類し，その結果を朝鮮学校の英語教科書と比較した。
分析は２名で独立して行い，一致度は95%であった。分
類結果が異なった箇所は話し合いによって解決した。
　分類した結果はχ2検定を用いて分析した。χ2検定を
行ったのちに残差分析を行い，残差の絶対値が1.96以上
の場合に差があるとみなした。
4.　結　果
　分類の結果を表１に示した。全体的な傾向を見ると，
すべての教科書12冊において共通的に内容理解が多く提
示されていた。一方で，エクササイズと音声活動の割合
が低いという結果を得られた。特にNew Crown ３では
エクササイズ活動は０%であり，また朝鮮学校の中学３
年生の教科書，New Horizon ２，３，New Crown ２で
音声活動が0%であった。また音声活動は中学１年生の
教科書で最も多く，その反面タスク活動は学年が上がる
につれて多くなる傾向があった。
　次にχ2検定を行ったが，朝鮮学校の英語教科書・日
本の英語教科書共に学年ごとの分冊ではなく３学年分ま
とめて分析を行った。これは，１学年ごとの分析では下
記の表１のとおりゼロになるカテゴリーが出てきてしま
い，χ2検定を行うにはふさわしくなかったためである。
この結果χ2 (15, N = 1575） = 64.22, p < .01であり，教
科書間で有意な差がみられた。また残差分析により，朝
鮮学校の教科書ではコミュニケーション活動が比較的少
ない傾向にあり，内容理解の割合が日本の教科書よりも
高いことが分かった。表２に検定結果を示す。
朝鮮学校と日本の中学校で使われている英語教科書における言語活動の比較分析
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5．考察
　分析の結果，教科書ごとの差と共通点が見受けられた。
まず共通点は，すべての教科書において書く技能を用い
たタスク活動が多かったことである。例えば，コミュニ
ケーション活動ではクラスメイトとお互いの夢について
質問しあう様な活動が多かった一方でタスク活動では環
境保護について自身の考えを書く活動が多く見られた。
そのため，自分の考えや意見などを書いて表現すること
に中心が置かれていると考えられる。また中学校の初期
の段階，特に中学１年で音声活動が多く，学年が上がる
につれて音声活動が減っていくことがわかった。これは，
小学校での外国語活動は音声を中心に行われているため，
中学校の初期の段階では小学校と中学校を接続するため
に音声活動が多くなっているのではないかと推察できる。
したがって，日本の教科書も朝鮮学校の教科書も，小学
校から中学校への橋渡しに重きを置いているのではない
だろうか。またエクササイズと音声活動が少ないという
結果は長谷川 （2008） と同じであったことから，長谷川 
（2008） 以降の教科書の改訂後においても文法項目や音
声の正確さを求める言語活動よりも，実際に英語を使っ
てコミュニケーションをすることに重点が置かれている
と考えられる。
　次に朝鮮学校と日本の中学校の教科書間で見られた差
に注目すると，残差分析の結果から朝鮮学校の教科書で
は内容理解の活動の割合が大きいことが分かった。これ
は英語によるコミュニケーションを行いつつ，英文の理
解を通して朝鮮の文化や朝鮮学校について学ぶことが重
要視されているからであると考えられる。実際，朝鮮学
校の教科書では前述したように題材として朝鮮の民話や
文化に対するもの，朝鮮学校に関する話題が取り上げら
れている。
　
6．まとめと展望
　教科書分析を通して教科書間での差もみられたが，す
べての教科書で同じような特徴も多くみられた。朝鮮学
校に通う生徒たちも，日本の学校に通う生徒と同じよう
に日本で生まれ育ち，日本語を母語としているため本研
究の分析結果でも見られるように同じような方法で英語
教育が行われている。しかし，日本で暮らす在日朝鮮人
というところで違いがあり自国の文化に触れる機会が限
られているため，英語の授業を通して自国の文化や自身
が通う学校についてを学ぶことを，日本の学校よりも重
表１．分析結果
教科書名 ドリル エクササイズ コミュニケー ション活動 タスク活動 音声活動 内容理解
ENGLISH 1 18.62% 3.92% 13.72% 16.67% 13.72% 33.33%
ENGLISH 2 23.81% 4.76% 14.28% 17.14% 0.95% 39.05%
ENGLISH 3 21.79% 3.85% 12.82% 16.67% 0% 44.87%
New Horizon 1 28.83% 0.61% 23.31% 5.52% 7.36% 30.06%
New Horizon 2 27.22% 2.78% 25.56% 11.67% 0% 32.78%
New Horizon 3 26.19% 2.38% 9.52% 21.43% 0% 40.48%
New Crown 1 13.29% 16.78% 16.08% 8.39% 12.59% 32.87%
New Crown 2 19.27% 7.33% 20.18% 11.93% 0% 41.28%
New Crown 3 18.63% 0% 22.55% 15.69% 4.90% 38.24%
Sunshine 1 23.46% 6.70% 17.32% 12.29% 12.85% 23.37%
Sunshine 2 18.47% 7.01% 17.83% 26.11% 3.82% 26.75%
Sunshine 3 26.72% 5.34% 13.74% 16.79% 9.92% 27.48%
表2．χ2 検定の結果
ドリル エクササイズ コミュニケーション活動 タスク活動 音声活動 その他
期待値（ENGLISH) 64.24 16.29 50.67 41.80 16.65 95.36
期待値（New Horizon) 105.71 26.80 83.38 68.79 27.40 156.93
期待値（New Crown） 79.79 20.23 62.93 51.92 20.68 118.45
期待値（Sunshine) 105.26 26.69 83.02 68.49 27.28 156.26
調整済み残差（ENGLISH） -0.52 -1.13 -1.99* 1.12 -0.43 2.25*
調整済み残差（New Horizon） 2.92* -2.21* 1.68 -1.67 -3.12* 0.25
調整済み残差（New Crown） -3.00* 2.78* 0.78 -1.78 0.54 1.73
調整済み残差（Sunshine） 0.09 0.68 -0.80 2.34* 2.99* -3.52*
注．ENGLISHは朝鮮学校の教科書であり，New Horizon, New Crown，New Sunshineは日本の中学校の教科書である。
注 ． 絶対値が1.96以上の所に*を付けて示した。全ての教科書で1.96以上である箇所が見受けられたが本研究の比較対象が朝鮮
学校と日本の中学校であるため朝鮮学校の教科書で差が出た部分に注目し分析した。
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視していると考えられる。そのため，朝鮮学校の教科書
では内容理解の割合が日本の英語教科書よりも多くなっ
ているのであろう。
　本研究で得た結果をもとに今後の研究では言語活動だ
けでなく，語彙などの視点からの分析を行い，朝鮮学校
の教科書の特徴や指導法の検討などを行っていく予定で
ある。また朝鮮学校では2017年度から本格的に小学校外
国語活動が開始された。このような小学校での教科書比
較も行うことで，朝鮮学校で行われている英語の授業を
より包括的に調べることができると考えられる。
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